



A study on the developments and limits of girls magazines for aimed at “JOGAKUSEI” 
during after the second world war of period in popular many girls magazines for 
amusement “JOGAKUSEI NO TOMO” and “JOGAKUSEI COURSE”
田　中　卓　也
Ⅰ．はじめに ― 本研究の目的の先行研究の検討 ―
Ⅱ．『女学生の友』の発刊
Ⅲ．『女学生コース』（学習研究社）の登場



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































18） 同号。「ペンパルコーナー」には毎号10 ～ 15通ほ
どの投稿者からの告知が掲載されていた。
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（４） 同誌恒例の「読者座談会」
　同誌の内容の特徴のひとつに「読者座談会」
企画がみられる。中学生から高校生、さらに
は若年女性労働者にいたるまで幅広い女性層
をターゲットに将来の夢や希望、悩み、不安
を吐露させるものであった。どのような内容
であったのか。その一部をご紹介したい19）。
◆「読者座談会」「なんでもやってやろう！」
＜ご出席のみなさん＞
　飯島京子(高1)、佐藤留梨子（高1）、高橋ひ
ろみ（高1）、波多野雅代(高1)、山口幸恵(高1)
本誌： 現在高校生活を送っている五人の読者
のかたがたの語る、現代っ子の生活
感ってどんなもの？
高橋： 女学生時代ってきくと、女の人がすご
く胸に思いを秘めちゃって、十字架に
お祈りしたり、おねえさまなんていっ
てる（笑）歌のイメージが強くて、私
たちにはピッタリしないみたいじゃな
い？
波多野：そうよね、みつあみにして男女七歳
にして席を同じうせず、っていうで
しょ。手も繋いじゃいけないみたいね。
(笑)
佐藤： 昔の感じがするのよ、まわりに男の人
がいなくて、女だけの世界みたいだわ。
飯島： そんな古い感じだけかしらね？友だち
とふざけたり、笑いあったり、すごく
明るい感じもあるわ。
高橋： 女学生時代というより、単に学生時代
のほうがピッタリじゃないかしら？
飯島：それもそうね。
◆バツグンの行動力
本誌： なぜ学生時代といったほうがぴったり
するのですか？
高橋： 女学生時代というと、男と女が高校
生活で全く違う経験をするみたいで
しょ。だけど実際は男子も女子も差は
ないんじゃないかしら？
山口： 確かにそれはいえるわね。わたし高校
にはいっておどろいたんだけど、校則
があまり守られていないと読んだり、
勝手なことしてますね。昔の人が聞い
たら、きっと腰抜かすんじゃないかし
ら？（笑）
波多野：きびしいなあ（笑）
佐藤： ことばづかいもわるいんじゃない！
（笑）わたしなんか男兄弟の中で育っ
たから、まだぼくなんてことばをつ
かっちゃうもの（笑）
高橋： 悪い面ばかりあげないでよおー。（笑）
男っぽくなったということじゃないけ
ど、行動力があるんじゃないかしら。
だから学園の問題なんかにしても協力
しちゃって、みんなでもっとよくして
いこって盛り上がるでしょ。
飯島： 文化祭には先輩の歌手がきてうたうこ
とになったんだけど、生徒会で反対し
て拒否しちゃったりしてね、
山口： うちの学校でも、講堂の建設問題で学
校と話し合おうということになったけ
ど、そのときなんか、校長先生はどこ
かに姿を消しちゃうし、先生方も教員
室にこもって出てこないんだもの(笑)
高橋： 先生のほうがふるえあがっちゃうのね
（笑）
佐藤： 全学連にも女の人がいるんでしょ。昔
なら考えもおよばなかったと思うわ。
◆夢もあこがれも大きい
高橋： 純愛小説なんか読んで、涙流す人もあ
るからおセンチでもあるわね。
佐藤： でも泣いた後はサッパリしちゃうわね。
飯島： おセンチになって詩なんかつくったり
するわ。
山口： 何か人とかものとかにあこがれるとい
う、面は強いですね。その一つがグルー
プサウンズじゃないかしら。
高橋： 恋に恋してるってというところがあっ
て、ジュリーを星の王子さまなんて
19） 「なんでもやってやろう！」同誌第3巻第2号（1969
年2月1日）。
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いって（笑）
　　　 ほんとの恋人みたいに錯覚して追いま
わしたりしてね。
波多野：昔でいう中村錦之助、長谷川一夫な
んていってたのと同じよね。
高橋： だから今は現実的にわたしたちはグ
ループサウンズが好きなんであって、
形は違うけど、夢とかあこがれという
要素では同じなんじゃないかしら。
佐藤： 通学電車で会う素敵な男の子の噂なん
かもするしね（笑）
山口： そうね。男女交際なんかも昔は盛んじゃ
なかったと思うけど、今は校則で禁じ
られても、陰でこっそりやってますね。
佐藤： 男の子とつきあうのは悪いことではな
いんじゃないかしら。わたしなんて
男っぽく育って木登りが好きだったし
(笑)。中学のときかも男の友だちが多
いくらいだったから、男の子がいない
と心細い感じがするわ。
飯島： 全員が男の子に関心があるんだからね
(笑)
波多野：よく男の子に手紙をあげたなんて話
も聞くしね。
佐藤： この世には男と女がいるんだから、つ
きあうのが自然よね。
高橋： 文化祭なんかも、女子校なのに男女半々
ぐらいになるしね。
飯島： 先生も、おおいに連れてきなさいなん
て……（笑）
山口： だけど、こっそりやるなんてみだらな
感じがするわ
飯島： 山口さんのいうことわかる面もある
わ。服装を派手にする人もでてくるで
しょ？
佐藤： 制服のスカートでも、前は長くしてい
たのに、短く演出したりしているわね。
山口： 派手にしたいなら、学校以外の場所で、
私服の時にしたらいいと思いました
ね。
◆青春を大切に
本誌： そろそろみなさんにとって女学生時代
はどんな時代なのか、結論を出したい
と思いますが。
波多野：やりたいことがやれる時代ですね。
佐藤： 二十過ぎれば制約が多いし、やりたい
ことができるのは今ね。
山口： 女性の職場も多くなったし将来の目標
を実現するために大事な時期といえま
すね。
高橋： やりたいことができるってこと、そし
て可能性が大きいってことは、青春そ
のものって感じだわ。わたしなんかや
りたいことを親に反対されたら家出し
ちゃう（笑）
飯島： ふだんは意識していないけど、ほんと
うにたいせつにしなくちゃ。
本誌： みなさんが、将来、社会に出てからの
ことを強く意識していることがわかり
ました。ほんとうに貴重な時期ですか
ら、たいせつに過ごしてくださいね。
（終）
　当時の女子高生であった飯島京子(高1)、佐
藤留梨子（高1）、高橋ひろみ（高1）、波多野
雅代(高1)、山口幸恵(高1)の5名による座談会
の様子である。男子学生の話から、高校生の
恋愛事情、さらに将来にいたるまで彼女たち
が赤裸々に語っている。参加者5名の言葉に
もみられるように、女学生という言葉のひび
きについて「昔の感じがするのよ、まわりに
男の人がいなくて、女だけの世界みたいだわ」
（佐藤言）、「そんな古い感じだけかしらね？友
だちとふざけたり、笑いあったり、すごく明
るい感じもあるわ」（飯島言）、「女学生時代と
いうより、単に学生時代のほうがピッタリ
じゃないかしら？」（高橋言）、「それもそうね」
（飯島言）の一連の会話にもみられるように、
むかしの「女学生」のイメージとは一線を画
すのではという話になっている20）。また恋愛
20） 「なんでもやってやろう！」同誌第3巻第2号（1969
年2月1日）。
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についても、「男と女が高校生活で全く違う経
験をするみたいでしょ。だけど実際は男子も
女子も差はないんじゃないかしら」（飯島言）
にみられるような、男女平等の自由恋愛の風
潮のもとで、「男の子とつきあうのは悪いこと
ではないんじゃないかしら」（佐藤言）と古き
女学生のイメージを払拭させるニュアンス
の発言が目立つ21）。さらに「女学生時代のイ
メージ」をきかれ「二十過ぎれば制約が多い
し、やりたいことがでえるのは今ね。（佐藤
言）、「女性の職場も多くなったし将来の目標
を実現するために大事な時期といえますね」
（山口言）、「やりたいことができるってこと、
そして可能性が大きいってことは、青春その
ものって感じだわ。わたしなんかやりたいこ
とを親に反対されたら家出しちゃう（笑）」（高
橋言）、「ふだんは意識していないけど、ほん
とうにたいせつにしなくちゃ」（飯島言）の一
連の会話から、「青春」であることから大切に
しないといけない時期であることを伝えてい
る。「男尊女卑」の風潮はもはや古いもので
あり、男子に気にせず、女子も同じように将
来の夢をかなえるために前に進むことをそれ
ぞれが感じている。
　『小説女学生コース』は、ジュニア対象の
少女雑誌でありながらも、ファッションなど
のトレンドを追うというよりも、むしろ女学
生の現状あるがままを誌面に掲載するといっ
た、等身大の女学生をイメージした雑誌の側
面があったのではないだろうか。「誌上討論
会」はその事情を映し出す格好の企画記事で
あったものと考えられる。先述の『女学生の
友』誌には、そのような企画も少なく、小説、
物語中心の誌面から、ファッションやまんが、
など時代の流れを重視した誌面作りになって
いった。「女学生」と冠する少女雑誌二誌で
あったが、創刊当初から誌面内容は二誌が別
の方向にむけて進むことになった。
Ⅳ．おわりに―『女学生の友』と『女学生コー
ス』の展開と限界―
　『女学生の友』は1950（昭和25）年に発刊
された月刊雑誌であり、中学生や高校生の
少女などの年齢層を主な対象に、『女学生コー
ス』は1967（昭和42）年に少女を対象にした
雑誌として発刊された。両誌ともに戦前期の
少女雑誌の誌面を参考にしたものとして発売
されたが、ファッション、マンガ、芸能な
どの影響を受けていくことになり、『女学生の
友』はのちに“jotomo”と改称し、教養を残
しつつもファッション雑誌的な特徴に流れて
いくことになり、『女学生コース』は、時流に
流れさながらも、「女学生」対象にこだわり続
け、伝統と流行のはざまで誌面づくりに模索
を繰り返すことになった。
　戦後の「女学生」を対象とした二誌は、女
子中学生・高校生ら「ジュニア」世代を誌面
内容や附録などを工夫しながら、巧妙に読者
に取り込んだ。誌面づくりのために、生き残
りをかけて少女の心を引き留めることに苦心
した。しかしながら両誌は、発刊および廃刊
の時期は異なるものの、「女学生」としての教
養の習得をめざすことは忘れておらず、クイ
ズや懸賞形式を採用しながらも誌面に学習教
材としてのものを掲載し続けた。『女学生の
友』はその後、ジュニア向けファッション誌
『プチセブン』に、『女学生コース』は、『中１
コース』、『高１コース』のように学習内容を
残しながらも、ファッション、マンガなどの
要素をといれたものへと変化を遂げることに
なり、「娯楽」や「流行」を求める少女雑誌の
台頭を促すことになった。
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